
粗大ごみ処理施設での環境学習

２．環境学習の実施
　当組合では、児童・生徒など中遠地域住民の環境学習の場として施設を開放し、環境保全や循環型社会
の構築に対する啓発活動の推進も行っています。

アイドリングストップ実施

電力デマンド監視システム ノーカー通勤実施

ＬＥＤ電灯(テント倉庫) 節電（間引き消灯）

１．環境負荷削減の実施
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３．環境上の緊急事態への準備及び対応

　事故や天災などにより、油の流出、化学物質の放出などの環境上の緊急事態が発生する可能性があり
ます。 自らの事業活動において、環境に重大な影響を及ぼすどのような事故及び緊急事態が発生する
か、その可能性を想定し、環境汚染などが最小限の範囲で済むよう、あらかじめ有効な対策を実施すると
ともに緊急事態発生時の対応策を定め準備することが必要です。
　そして、定めた対応策を可能な範囲で定期的な試行・訓練を行い、 その対応策を職員に定着させると共
に、いざというときに定めた対応策が十分に機能するかどうか検証することも必要です。

　今年度は、令和６年３月５日に、中遠広域粗大ごみ処理施設のテントC選別コンベアからの出火を想定し
た火災訓練を実施し、対応策の手順が適切であり， 問題点はないかを確認しました。

消火活動 消火活動

避難・安全確保 消防署火災現場の対策本部設置

４．地域環境向上への対応（草刈作業実施）
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５．事業場周辺の環境モニタリング等の環境監視・環境計測及び公表

　環境法令（廃棄物処理法、水質汚濁防止法、大気汚染防止法、騒音規制法、振動規制法、悪臭防止
法等）においては規制基準等があり、その遵守義務を求めています。その様なことから、中遠広域事務
組合は、事業活動により環境へ与えている状況を常に計測し、その規制基準等を遵守状況を把握する
と共に、施設の適正な維持管理に努めています。また、それらの測定結果につきましては、自組合の
ホームページにて公表しています。
　下記は、その一例の令和５年度の一宮最終処分場と宇刈最終処分場の放流水の水質測定結果で
す。
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